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は
じ
め
に

　

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経
過
し
、

昨
年
は
前
例
の
な
い
連
続
し
た
震
度

７
の
熊
本
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の

間
、
本
市
で
は
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
の
様
々
な
対
策

と
し
て
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
推

進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
き
た
。

　

本
市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
、
今
日
ま
で
身
近
な
市
立
の

小
・
中
学
校
等
４
５
８
か
所
を
震

災
時
の
避
難
場
所
と
し
て
指
定

し
、
情
報
受
伝
達
、
防
災
資
機
材

等
の
備
蓄
な
ど
の
機
能
を
備
え
た

地
域
防
災
拠
点
と
し
て
、
機
能
強

化
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

震
災
時
に
重
要
な
役
割
を
有
す

る
地
域
防
災
拠
点
の
運
営
は
、
地

域
住
民
、
学
校
職
員
、
行
政
職
員

等
で
構
成
す
る
「
地
域
防
災
拠
点

運
営
委
員
会
」
が
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
委
員
会
の
役
割
は
、

地
域
住
民
相
互
に
よ
る
地
域
活
動

の
促
進
や
安
全
か
つ
秩
序
あ
る
避
難

生
活
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
平

常
時
に
は
、
拠
点
開
設
・
運
営
の

訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
発
災
時
に

は
、拠
点
の
管
理
、情
報
の
受
伝
達
、

救
護
、
食
料
等
物
資
の
配
布
な
ど

を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
防
災
拠
点
の
活

動
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
熱
心

な
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お

り
、
行
政
と
し
て
も
必
要
に
応
じ

て
こ
の
地
域
防
災
拠
点
の
機
能
強

化
を
図
り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
災
害

に
備
え
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、地
域
防
災
拠
点
の
開
設・

運
営
を
中
心
と
な
っ
て
担
う
「
地

域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
」
に
対

し
て
、
主
に
東
日
本
大
震
災
後
に

公
助
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し

て
き
た
か
を
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ

ト
対
策
の
両
面
か
ら
紹
介
し
て
い
き

た
い
。

２

��

地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会

へ
の
ハ
ー
ド
面
の
支
援
（
地

域
防
災
拠
点
の
機
能
強
化
）

　

本
市
で
の
最
大
の
被
害
想
定
と

さ
れ
る
元
禄
型
関
東
地
震
で
は
、

約
58
万
人
の
避
難
者
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
避
難
者
に
つ
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
と
同
様
に
、
本
市
に
お
い
て
も

数
か
月
以
上
に
渡
る
長
期
の
避
難

生
活
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、東
日
本
大
震
災
以
降
、

地
域
の
方
々
が
少
し
で
も
快
適
な

避
難
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
地

域
防
災
拠
点
の
機
能
強
化
の一
環
と

し
て
、
関
係
局
が
連
携
し
な
が
ら

ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

❶
受
水
槽
を
活
用
し
た
飲
料
水
確

保
　

震
災
時
の
新
た
な
飲
料
水
確
保

策
の
一つ
と
し
て
、
小
中
学
校
等
に

設
置
さ
れ
て
い
る
受
水
槽
を
活
用

す
る
。
発
災
直
後
か
ら
応
急
給
水

が
可
能
な
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン

ク
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
拠
点
の
う

ち
、
受
水
槽
が
活
用
可
能
な
拠
点

に
つ
い
て
、
発
災
直
後
で
も
受
水
槽

か
ら
す
ぐ
に
水
が
汲
み
出
せ
る
よ

う
、
受
水
槽
の
排
水
管
に
簡
易
給

水
栓
の
設
置
を
進
め
て
い
る
（
写

真
１
）。

❷
消
火
栓
を
活
用
し
た
飲
料
水
確

保
　

発
災
直
後
か
ら
応
急
給
水
可
能

な
災
害
用
地
下
給
水
タ
ン
ク
、
発

災
後
４
日
目
以
降
に
水
道
局
職
員

が
開
設
す
る
緊
急
給
水
栓
、
前
述

し
た
学
校
受
水
槽
の
な
い
地
域
防

災
拠
点
は
、
給
水
車
に
よ
る
応
急

給
水
以
外
に
代
替
手
段
が
な
い
た

め
、
消
火
栓
を
活
用
し
た
応
急
給

水
に
つ
い
て
順
次
、
訓
練
等
を
行
い
、

応
急
給
水
装
置
を
配
備
し
て
い
る

（
写
真
２
）。

❸
災
害
対
策
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
常

備
　

地
域
防
災
拠
点
の
う
ち
、
中
学

校
等
に
つ
い
て
は
、
炊
き
出
し
用
備

品
と
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
燃
料
と
す

る
ガ
ス
か
ま
ど
セ
ッ
ト
を
配
備
し
て

い
る
。
震
災
時
に
お
け
る
こ
れ
ら
の

中
学
校
等
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
輸

送
は
、
従
来
、
協
定
に
よ
り
横
浜

市
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
議
会
が
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
た
が
、
震
災
時
に
は
道

《7》 

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組

　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
地
域
で
の
活
動

写真１ 簡易給水栓写真２ 給水栓活用写真３ ＬＰガス
　　　 ボンベ庫
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路
渋
滞
が
発
生
し
、
輸
送
の
困
難

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
通

常
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
使
用
し
て
い
な

い
中
学
校
等
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を

常
備
し
た
（
写
真
３
）。

❹
特
設
公
衆
電
話
の
設
置

　

震
災
時
に
臨
時
に
設
置
す
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
特
設
公
衆
電
話
に
つ

い
て
、
速
や
か
に
運
用
で
き
る
よ
う

に
、
全
て
の
拠
点
に
電
話
回
線
の

接
続
端
子
ボ
ッ
ク
ス
を
整
備
し
、

防
災
備
蓄
庫
に
電
話
機
及
び
電
話

コ
ー
ド
を
配
備
し
た
。

❺
多
目
的
ト
イ
レ
の
整
備

　

障
が
い
者
等
の
避
難
に
備
え
、

教
育
委
員
会
で
行
う
学
校
ト
イ
レ

の
洋
式
化
に
あ
わ
せ
て
、
多
目
的

ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
拠
点

に
つ
い
て
、
新
た
に
整
備
を
進
め
て

い
る
。

❻
下
水
直
結
式
ト
イ
レ
の
整
備

　

下
水
直
結
式
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
当
初
、
液
状
化
想
定
区
域
に

あ
る
地
域
防
災
拠
点
を
対
象
に
整

備
を
進
め
て
い
た
が
、
再
検
討
の

結
果
、
全
て
の
地
域
防
災
拠
点
に

整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
液
状
化
想
定
区
域
や

想
定
震
度
の
大
き
い
地
域
な
ど
、

大
き
な
震
災
被
害
が
予
測
さ
れ
る

地
域
を
優
先
に
、
ま
ず
平
成
29
年

度
ま
で
を
目
途
に
整
備
を
進
め
、

平
成
30
年
度
以
降
は
、
そ
れ
以
外

の
地
域
に
つ
い
て
、
全
市
的
な
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
整
備
し
て
い
く

（
図
１
）。

３

��

地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会

へ
の
ソ
フ
ト
面
の
支
援
（
地

域
防
災
拠
点
の
担
い
手
の
充

実
）

　

本
市
で
は
市
内
１
か
所
以
上
で

震
度
５
強
以
上
の
地
震
が
発
生
し

た
と
き
は
、
全
て
の
地
域
防
災
拠

点
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

い
ざ
地
震
が
発
生
し
た
際
に
、
迅

速
に
拠
点
の
開
設
・
運
営
を
行
う

に
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
重
要

で
あ
り
、
各
拠
点
運
営
委
員
会
で

は
、
原
則
と
し
て
年
に
１
回
は
訓

練
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域

防
災
拠
点
の
活
動
を
主
に
担
っ
て
い

る
拠
点
運
営
委
員
会
の
課
題
と
し

て
、
高
齢
化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯

の
増
加
に
よ
る
、
活
動
の
担
い
手
不

足
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
地
域
防
災
拠
点

の
機
能
強
化
の
一
環
と
し
て
ハ
ー
ド

面
の
支
援
を
紹
介
し
て
き
た
が
、

次
に
、訓
練
や
担
い
手
の
充
実
と
いっ

た
ソ
フ
ト
面
の
支
援
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
。

❶
地
域
防
災
拠
点
の
訓
練
の
充
実

　

東
日
本
大
震
災
で
得
た
「
共
助

に
よ
る
避
難
生
活
」
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
従
来
行
っ
て
い
た
初
期
消
火

訓
練
や
応
急
救
護
訓
練
な
ど
か
ら

拠
点
運
営
委
員
と
避
難
者
が
一
体

と
な
っ
て
開
設
・
運
営
す
る
訓
練
内

容
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、「
地
域
防
災
拠

点
開
設
・
運
営
マ
ニュ
ア
ル
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

等
を
作
成
し
、
自
助
・
共
助
が
発

揮
さ
れ
る
よ
う
訓
練
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
サ
ー
ビ
ス
で

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
（
図
２
）。

❷
横
浜
防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
講
習

　

幅
広
い
地
域
、
世
代
に
お
い
て

防
災
活
動
の
担
い
手
を
育
成
す
る

た
め
に
、
前
述
し
た
「
防
災
・
減

災
推
進
研
修
」
以
外
に
も
、
横
浜

防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
講
習
を
以
前
よ

り
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
地
域
防
災
拠
点
の
資

機
材
の
取
扱
い
に
関
す
る
実
践
的

な
講
習
を
実
施
し
、
受
講
し
た
資

機
材
取
扱
リ
ー
ダ
ー
が
、
地
域
防

災
拠
点
で
の
防
災
活
動
に
参
画
す

る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
ま
で
に
、
延
べ
９
，

３
９
６
人
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、

併
せ
て
、
全
て
の
拠
点
で
リ
ー
ダ
ー

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
指
導

員
も
１
４
９
人
が
養
成
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
各
区
の
資
機
材
取
扱

リ
ー
ダ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
進

め
て
お
り
、
資
機
材
取
扱
リ
ー
ダ
ー

や
指
導
員
の
交
流
や
技
術
・
知
識

の
向
上
、
地
域
防
災
拠
点
訓
練
の

支
援
、
地
域
の
防
災
活
動
へ
の
協

力
な
ど
を
目
的
に
連
絡
会
等
を
立

ち
上
げ
、
現
在
９
区
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
が
図
れ
て
い
る
。

４

地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会

へ
の
そ
の
他
の
支
援

　
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
以
外
の
支

援
と
し
て
、
備
蓄
物
資
等
の
そ
の

他
の
支
援
も
あ
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

❶
備
蓄
物
資
の
充
実

　

東
日
本
大
震
災
後
、
新
た
な
被

害
想
定
を
受
け
て
、
地
域
防
災
拠

点
の
備
蓄
品
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

地
域
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
備
蓄
品

見
直
し
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
で
の
検
討

内
容
を
踏
ま
え
、
主
食
系
の
一
部

を
高
齢
者
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う

に
、
や
わ
ら
か
く
食
べ
や
す
い
缶
入

り
保
存
パ
ン
に
変
更
し
た
。
そ
の
他

に
、
震
災
時
の
ガ
ソ
リ
ン
不
足
を
受

け
、
ガ
ソ
リ
ン
以
外
を
燃
料
源
と

す
る
電
源
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
使
用
方
法
が
容
易
な
ガ
ス
式

発
電
機
を
導
入
し
、
さ
ら
に
、
停

電
対
策
の
た
め
の
ラ
ン
タ
ン
や
、
避

難
所
で
女
性
で
も
安
心
し
て
着
替

え
や
授
乳
を
で
き
る
よ
う
、
簡
易

テ
ン
ト
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
拠

点
で
の
連
絡
調
整
の
機
能
強
化
と

し
て
、
防
災
ラ
ジ
オ
や
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
も
導
入
し
た
。

❷
「
災
害
時
に
お
け
る
段
ボ
ー
ル

製
品
の
調
達
に
関
す
る
協
定
」
の

締
結

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
で

は
、長
期
の
避
難
生
活
で
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
等
の
健
康
被
害
が

問
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
床
で
寝

起
き
を
す
る
こ
と
は
、
衛
生
面
で

も
課
題
が
あ
る
ほ
か
、
高
齢
者
に

大
き
な
負
担
と
な
る
。
そ
の
解
決

策
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル
製
簡
易
ベ
ッ

ド
等
（
写
真
４
）
の
段
ボ
ー
ル
製
品

の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
災

害
時
に
市
民
を
健
康
被
害
か
ら
守

る
対
策
と
し
て
、
東
日
本
段
ボ
ー

図１ 下水直結式トイレ

図２ 訓練内容のシフト
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単
位
町
内
会
、
連
合
町
内
会
等
共
助
に
か
か
る
組
織
へ
の
支
援

花
塚
　
公
祐

総
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危
機
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ル
工
業
組
合
と
協
定
締
結
を
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
協
定
は
、
災
害
発
生
時
に
避

難
所
で
必
要
と
な
る
、
簡
易
ベッ
ド

等
の
段
ボ
ー
ル
製
品
を
迅
速
か
つ
円

滑
に
確
保
す
る
た
め
、
東
日
本
段

ボ
ー
ル
工
業
組
合
が
可
能
な
範
囲

で
物
資
の
供
給
等
に
協
力
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、

本
市
も
各
地
域
防
災
拠
点
に
対

し
、
段
ボ
ー
ル
製
品
の
供
給
が
迅

速
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

５

��

今
後
の
地
域
防
災
拠
点
運

営
委
員
会
へ
の
支
援
の
課
題

❶
地
域
防
災
拠
点
に
備
蓄
し
て
い

る
資
機
材

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に

整
備
し
た
地
域
防
災
拠
点
の
資
機

材
に
つ
い
て
は
、
整
備
か
ら
20
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
み
、
地
域

か
ら
は
「
一
部
の
資
機
材
の
使
い
勝

手
が
悪
い
」、「
故
障
し
や
す
い
」

と
いっ
た
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
拠
点
の
備
蓄
庫
に

あ
る
資
機
材
に
つ
い
て
、
27
年
度
に

区
と
危
機
管
理
室
の
合
同
で
、
見

直
し
の
検
討
を
行
っ
た
。
検
討
の

結
果
、
主
に
救
助
資
機
材
の
課
題

が
多
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
地
域
防
災
拠
点
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
28
年
度
に
資
機
材
の

見
直
し
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

た
。
今
後
は
、
こ
の
方
向
性
を
も

と
に
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
、
更
新
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

❷
校
地
型
防
災
備
蓄
庫

　

防
災
備
蓄
庫
に
つ
い
て
は
、
教
室

型
（
約
64
㎡
）
と
校
地
型
（
約
26

㎡
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
２
階
以

上
の
教
室
型
防
災
備
蓄
庫
に
つ
い
て

は
、
発
災
時
や
訓
練
時
に
重
た
い

備
蓄
品
や
資
機
材
を
下
ま
で
降
ろ

す
必
要
が
あ
る
た
め
、
地
域
の
使

い
勝
手
を
考
え
、
校
地
型
備
蓄
庫

に
転
換
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
校
地
型
備
蓄
庫
は
発

災
時
の
使
い
勝
手
は
良
い
が
、
面
積

が
狭
い
と
い
う
声
を
地
域
か
ら
良
く

い
た
だ
い
て
い
る
。
20
年
前
と
比
べ
、

備
蓄
し
て
あ
る
食
料
や
資
機
材
も

増
え
、
ま
た
、
地
域
防
災
活
動
奨

励
助
成
金
で
各
運
営
委
員
会
が
独

自
に
購
入
し
た
り
、
各
区
の
予
算

で
区
独
自
に
購
入
し
て
い
る
備
蓄

品
が
あ
る
こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
は
、

新
た
に
別
の
備
蓄
庫
を
新
設
す
る

し
か
な
い
が
、
多
額
の
予
算
が
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現
実
的
に

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

今
後
、
備
蓄
庫
内
の
ト
イ
レ
等
の

大
き
な
資
機
材
に
つ
い
て
、
保
管
場

所
を
学
校
や
関
係
局
と
連
携
し
見

直
す
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

６

��

お
わ
り
に

　

地
域
防
災
拠
点
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
契
機
に
指
定
さ
れ
20

年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
今
な
お

地
域
防
災
の
要
と
な
っ
て
お
り
、
ま

す
ま
す
そ
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い

写真４  段ボールベット
図１

る
。
地
域
の
方
々
の
自
助
・
共
助

に
よ
る
取
組
に
も
限
界
が
あ
り
、

公
助
と
し
て
行
政
が
担
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
支
援
の
重
要
性
も
ま

す
ま
す
増
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
関

係
区
局
が
連
携
し
な
が
ら
、
粘
り

強
く
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

1

��

は
じ
め
に

　

本
市
で
は
、
市
域
に
お
け
る
震

災
に
よ
る
被
害
の
予
防
、
応
急
対

策
及
び
復
旧
・
復
興
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
横
浜
市
防
災
計

画
「
震
災
対
策
編
」
を
作
成
し
、

対
策
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
行
政
に
お
け
る
災
害
対
応

の
み
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
、
東

日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
誰
も
が

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒

壊
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
て
自
力

脱
出
で
き
な
か
っ
た
人
の
約
８
割
は

家
族
や
隣
近
所
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ

て
お
り
、
災
害
発
生
直
後
に
は
家

族
や
隣
近
所
に
よ
る
救
助
活
動
が

有
効
で
あ
り
、
大
震
災
か
ら
命
を

守
る
た
め
に
は
、
市
民
の
自
助
・

共
助
の
活
動
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
（
図
１
）。

２

��
町
の
防
災
組
織
の
課
題

　

本
市
で
は
、
単
位
町
内
会
、
連

合
町
内
会
等
で
編
成
す
る
自
主
防

災
組
織
を
、
町
の
防
災
組
織
と
呼

ん
で
い
る
。

　

自
助
・
共
助
の
重
要
性
か
ら
も
、

町
の
防
災
組
織
に
お
け
る
防
災
・

減
災
の
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
し
か
し
、
町
の
防
災
組
織
を

運
営
す
る
う
え
で
、
防
災
・
減
災

活
動
の
推
進
に
お
け
る
課
題
は
多
い
。

　

中
で
も
、
防
災
・
減
災
に
関
心

が
な
い
町
内
住
民
に
対
す
る
防
災

訓
練
等
へ
の
参
加
の
勧
誘
や
、
防
災・

減
災
推
進
に
お
け
る
役
員
の
担
い
手

不
足
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
い
る

地
域
は
多
い
。

　

他
に
も
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
被

害
が
発
生
し
や
す
い
の
か
？
と
いっ
た

“
地
域
特
性
の
把
握
方
法
”
や
、
災

害
時
に
お
け
る
“
地
域
住
民
の
安

否
確
認
方
法
”
を
ど
の
よ
う
に
進

め
れ
ば
よ
い
の
か
？
と
いっ
た
課
題
を

抱
え
る
地
域
も
少
な
く
は
な
い
。
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３

防
災
・
減
災
推
進
研
修
の
実

施

　

本
市
で
は
、
前
述
の
町
の
防
災

組
織
の
課
題
解
決
の
支
援
と
し
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
防
災
・
減
災
推

進
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
町
の
防
災
組

織
に
お
け
る
課
題
を
解
決
し
た
町

内
会
の
活
動
を
“
実
践
的
な
自
主

防
災
活
動
の
事
例
か
ら
学
ぼ
う
”

と
題
し
、
町
の
防
災
組
織
の
活
動

事
例
と
し
て
、
同
じ
よ
う
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
町
内
会
に
紹
介
し
て

い
る
。

　

例
え
ば
、“
町
内
住
民
に
対
す

る
防
災
訓
練
等
の
参
加
勧
誘
”�

に

あ
っ
て
は
、
楽
し
く
防
災
を
学
べ
る

ブ
ー
ス
や
、
地
域
の
事
業
所
等
を

巻
き
込
ん
で
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
沢
山
の
地
域
住
民
を
呼
び
込

む
事
に
成
功
し
て
い
る
町
内
会
の

活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

活
動
の
事
例
紹
介
の
他
に
も
、

横
浜
市
の
防
災
対
策
等
を
説
明
す

る
講
義
や
、
震
災
発
生
か
ら
『
３

分
ま
で
』『
３
時
間
ま
で
』『
３
日

ま
で
』
と
時
間
軸
で
区
切
り
、
そ

の
時
に
起
こ
り
得
る
被
害
等
を
想

定
し
、
そ
の
想
定
に
対
す
る
備
え

を
考
え
て
い
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、

地
域
特
性
や
地
域
の
防
災
に
お
け

る
資
源
を
見
つ
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
いっ
た
“
自
助
、
共
助
の
意
識

啓
発
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
”

も
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地

域
の
事
例
紹
介
を
中
心
と
し
た
研

修
は
、
本
市
が
行
う
研
修
の
大
き

な
特
徴
と
い
え
る
（
写
真
１
）。

４

研
修
の
受
講
者
及
び
受
講
し

た
団
体
に
期
待
す
る
も
の

　

本
市
の
“
防
災
・
減
災
推
進
研

修
”
は
、
地
域
の
共
助
の
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
最
も
身
近
な「
町

の
防
災
組
織
」
の
中
に
、
地
域
防

災
の
担
い
手
を
育
成
し
、
減
災
活

動
を
推
進
し
て
い
く
事
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

本
研
修
修
了
者
が
、
地
域
防
災

の
担
い
手
と
し
て
、横
浜
市
の
防
災・

減
災
に
関
す
る
考
え
方
や
、
自
助
・

共
助
の
意
識
付
け
、
取
組
を
地
域

に
広
め
、
自
ら
が
地
域
の
中
で
率

先
し
て
防
災
・
減
災
活
動
を
実
施

し
、
地
域
は
地
域
で
守
る
共
助
の

取
組
を
進
め
て
い
た
だ
く
事
を
期

待
し
て
い
る
。

５

��

平
成
26
〜
28
年
度
の
実
績

　

防
災
・
減
災
推
進
研
修
の
受
講

希
望
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地

域
の
防
災
・
減
災
は
、市
民
に
と
っ

て
注
目
あ
る
事
項
で
あ
る
事
が
う

か
が
え
る
。
３
年
目
に
あ
た
る
今

年
度
ま
で
に
、
１
，
３
８
２
名
の

市
民
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
中

期
４
か
年
計
画
の
目
標
で
あ
る

１
，
６
０
０
名
の
達
成
に
向
け
て

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　

本
研
修
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
で
は
、「
町
の
防
災
の
意
識
向
上

に
役
立
つ
」
と
いっ
た
意
見
を
多
く

頂
い
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
受
講
さ
れ

て
い
る
年
齢
層
は
60
代
以
上
が
76
％

を
占
め
て
お
り
、「
地
域
の
防
災
・

減
災
に
お
い
て
、
若
い
方
の
担
い
手

が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
見

も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
頂
い
て
い
る
。

　

10
年
間
で
３
，
０
０
０
名
と
い
う

目
標
も
あ
り
、
引
き
続
き
多
く
の

方
に
受
講
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

６

��

今
後
の
研
修
の
課
題

　

防
災
・
減
災
推
進
研
修
を
実
施

し
て
い
く
中
で
、
研
修
修
了
者
に

は
、「
丸
１
日
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー

だ
け
で
は
、
そ
れ
を
地
域
に
広
め

る
の
は
難
し
い
」「
さ
ら
に
防
災
・

減
災
に
つ
い
て
学
べ
る
場
が
欲
し

い
」
と
い
う
意
見
の
方
も
い
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、「
防
災
の
必

要
性
は
理
解
で
き
た
も
の
の
、
何

か
ら
始
め
て
い
け
ば
良
い
の
か
悩
ん

で
い
る
」
や
、「
推
進
し
た
い
防
災
・

減
災
活
動
は
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
進
め
れ
ば
良
い
の
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て

い
る
地
域
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
防
災
担
当
者
や
地
域
に

対
し
て
は
、
地
域
特
性
や
、
地
域

に
お
け
る
自
主
性
を
踏
ま
え
、
地

域
の
防
災
・
減
災
を
推
進
し
て
い

く
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
支
援
を

し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

７

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
・
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
等
追
加

研
修

　

本
市
は
、
前
述
の
課
題
を
補
完

す
る
た
め
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し
、研
修
を
受
講
さ
れ
た
方
と
、

受
講
者
の
地
域
の
方
々
等
、
町
の

防
災
組
織
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な

り
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
課
題
解

決
を
考
え
る
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
実
施
す
る
な
ど
の
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
新
た

に
、
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
防
災
・
減
災
推
進
研
修

修
了
者
を
対
象
と
し
た
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
研
修
は
地
震
火
災
対
策
や

大
雨
等
対
策
な
ど
テ
ー
マ
別
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
専
門
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
地
域
の
防
災
力
を
高
め

る
組
織
の
運
営
や
、地
域
の
自
助
・

　　　　　　　写真１　

共
助
の
意
識
啓
発
の
手
法
を
学
ぶ

「
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

８

ま
と
め
（
地
域
防
災
拠
点
と

の
連
携
）

　

本
市
で
は
今
後
も
、
防
災
・
減

災
推
進
研
修
を
進
め
、
町
の
防
災

組
織
の
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て

い
く
が
、
地
域
防
災
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
町
の
防
災
組
織
と
地
域

防
災
拠
点
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

　

災
害
時
に
は
、
様
々
な
災
害
情

報
を
交
換
し
た
り
、
食
糧
や
水
な

ど
の
支
援
物
資
を
受
け
取
る
な
ど
、

お
互
い
に
連
動
で
き
る
よ
う
に
、
平

時
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
横
の
つ
な
が

り
を
確
認
し
、
効
率
的
な
共
助
の

体
制
や
自
主
防
災
力
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。




